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と思っています。
6．おわりに
私の中で前橋先生は波風の立っていない海のようなイメージです。穏やかで温かく、いつもフラットで
した。じっと静かに話を聞いてくれる安心感があるのです。豊富な現場経験があるのにも関わらず、そう
した態度でいつも接してくれるのは、きっと先生のお人柄の良さが滲み出ているのだと思います。
先生のことですから、ご退職された後もきっと色々なところから声がかかり、お忙しい日々を送られる
ことと思います。どうかお体にお気をつけて、ご自愛ください。大学時代のゼミの同期も先生のことが大
好きで、大学院時代はよく私のところに「先生は元気？」と連絡が来ていました。きっと先生の穏やかな
姿にみんな安心を感じていたのだと思います。私が入庁して以降は、まだお会いできていませんが、募る
話がたくさんありますので、また美味しいご飯をみんなで食べに行きましょう。これからも私たちを温か
く見守っていただけると幸いです。
本当にお疲れさまでした。ありがとうございました。
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